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７月 ３月２月１月12月11月10月９月８月４月 ５月 ６月

マッチング
支援

分科会
活動

普及促進
活動

地方創生SDGs
官民連携プラットフォーム
設立総会（8/31）

全体

・活動報告

・分科会活動の手引き作成・配布
・分科会提案受付、メンバー募集
・分科会活動実施、開催支援

第1回
地方創生SDGs

国際フォーラム(2/13)

・プラットフォーム会員活動の手引き作成・配布
・会員間のマッチング支援実施

・会員データベース作成

4

・メールマガジン発出、イベント周知
・後援名義の申請受付
・内閣府ＨＰ更新

平成31年平成30年

エコプロ2018

「環境未来都市」構想
推進協議会から改組

会員データ
ベース更新

地方創生SDGs官民連携プラットフォーム 平成30年度活動スケジュール
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プラットフォーム会員内訳（R1.５月時点）

一号会員（地方公共団体）380団体 三号会員（民間企業）533団体
 地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム会員数は925団体

業種区分 会員数
社団法人、財団法人 107
NPO・NGO 23
大学・教育機関・研究機関・国機関等 22
農業 2
林業、狩猟業 0
漁業 2
鉱業 1
建設業 25
製造業 54
卸売・小売業、飲食店 28
金融・保険業 78
不動産業 4
運輸・通信業 11
電気・ガス・水道・熱供給業 7
サービス業 158
その他 11

合計 533

二号会員（関係省庁）12団体
内閣府 警察庁 金融庁
総務省 外務省 財務省

文部科学省 厚生労働省 農林水産省
経済産業省 国土交通省 環境省

* ()内は会員・非会員の合計

地域 会員数 加入率
北海道 15 (186) 8.1%

東北 38 (233) 16.3%

関東 95 (323) 29.4%

北陸 25 (85) 29.4%

中部 54 (240) 22.9%

近畿 63 (234) 26.9%

中国 28 (112) 25.0%

四国 13 (99) 13.1%

九州 40 (240) 16.7%

沖縄 9 (42) 21.4%

合計 380 (1794) 21.2%

○地域別 ○自治体規模別
地域 会員数 加入率

都道府県 47 (47) 100.0%

政令市 20 (20) 100.0%

市・特別区 241 (795) 30.3%

町村 72 (932) 7.7%

プラットフォーム会員数（令和元年8月20日時点）
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マッチング支援の概要
 本プラットフォームは下図の3つのマッチング支援機能を持つ。

1 2 3
会員の目指す
将来像を共有

会員の求める
ノウハウ等の探索支援

会員主催の
イベント情報を共有

会員の目指す将来像やその姿
に近づくための課題、ノウハウを
一覧化して、会員限りで共有。
（差支えない情報に限る）

会員の課題解決に資するシー
ズやノウハウを持つ会員の探索
を支援。

会員が主催するイベント等のお
知らせを会員に共有。

事務局
入会時アンケートなどをもとに

マッチングをサポート

課題を
解決したい
会員

解決策やノウハウを
持っている
会員

要件が合えば
直接連絡

▼
その後は

自律的にやりとり

3

相談
1

連絡
2

イベント主催者の会員

イベント開催の
連絡

事務局

メールマガジン等で
登録会員へ周知

会員データベースの作成

実現したいことの表明

実現したいことの表明

実現したいことの表明
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平成30年度活動報告 マッチング支援：プラットフォーム会員活動の手引きの配布

地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォーム 会員活動の手引き
【第2版：2019年4月】

 「プラットフォーム会員活動の手引き」を作成、会員に配布。運営事務局が実施するマッチング
支援の具体的内容を紹介。

①会員情報の共有（会員データベース）

②会員の要望を通じた交流支援

（１）会員情報の収集
（２）会員情報の共有

♦会員情報入力フォーム（１・２号会員）（様式１－１）
♦会員情報入力フォーム（３号会員）（様式１－２）

♦マッチング要望書（様式２）
♦マッチング結果報告（様式３）

（１）会員の紹介
（２）会員全体への照会

③メールマガジンの発信

♦ 会員が主催・共催するイベント情報

①内閣府や本プラットフォームからのお知らせ・お願い
②分科会メンバー募集のお知らせ・進捗状況
③技術・ノウハウの探索や同種ゴールを目指す会員
との交流に向けた情報発信（3.3参照）

④会員が主催・共催するイベント情報
⑤会員データベース
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平成30年度活動報告 マッチング支援：会員情報の共有（会員データベース）
会員情報（会員データベース）提出状況

会員種別 提出数(7月末)
１．２号会員 ７７件
３号会員 ８７件
合計 １６４件

 会員間で情報共有可能な、会員のSDGsの
達成に向けた取組状況等を整理した「会員
データベース」を平成30年11月に提供。

 平成31年3月に更新版を会員へ配布。
 会員同士の情報共有・マッチング促進に活用。

会員データベース

1 2 3 4 5 6 7 8 9 # # # # # # # #
全
体

推
進
し
て
い
る

取
り
組
み
予
定
（

具
体

的
計
画
有
り

）

取
り
組
み
予
定
（

具
体

的
な
計
画
な
し

）

情
報
収
集
中

そ
の
他

「その他」の内容 名称 内容

044 大津市 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ 044 大津市

庁内推進組織「大津市SDGｓ推進会議」を設置し、総合
計画の各取組との関係性を整理し、その推進のために
SDGｓを踏まえるとしている。研修等により職員の意識
向上に努めるとともに、広報やプレスリリースへのSDG
ｓアイコンの使用、庁内掲示等やシンポジウムフェスタの
開催等による市民周知を行ってきた。具体的な取組につ
いては、英語の授業でSDGｓを取り上げる「おおつSDG
ｓ＠スクール」、飲食店での持ち帰りのためのドギー
バッグ使用の際の注意点をまとめた店用ガイドの配布、
SDGｓについて記載した雑がみ分別袋の商店街への配布
のほか、Otsuプロジェクト-W（女性活躍推進）、おおる
レインボー宣言（LGBT支援）、いじめ対策（LINE相談
等）、子育てシェアリングエコノミー、働き方改革の推
進等もSDGｓの取組として位置付けている。

078 宇部市

～魅力・活力・「人財」にあふれた「共存
同栄・協同一致」のまち～
＜SDGsの達成に向けた５つのテーマ＞
１ 産業力強化・イノベーション創出のまち
２ 生きる力を育み、子どもの未来が輝くま
ち
３ 健幸長寿のまち
４ 共に創る魅力・にぎわいあふれるまち
５ 安心・安全で、快適に暮らせるまち

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ 078 宇部市

「人財が宝」み
んなでつくる宇
部ＳＤＧｓ推進
事業

宇部市のまちづくりの総合計画である「宇部市第四次総
合計画後期実行計画」の５つのイメージを「2030年のあ
るべき姿」とし、地域に受け継がれてきた「共存同栄・
協同一致」の精神を基調に、多様な主体の連携と地域の
「人財」の育成・活躍促進を図るとともに、IT・IoTを有
効に活用したデジタル革命を産業や地域づくりにて積極的
に展開する。
＜取組内容＞
・ICT・地域イノベーション、働き方改革の推進
・観光産業の推進
・地域支えあい包括ケアシステムと連携したコンパクト
シティの推進
・持続可能な開発を学ぶための教育、学習機会の推進
・若者・女性の活躍推進
・共生社会ホストタウンの推進
・子どもの貧困対策、地域の見守り・支え合いの推進
・ガーデンシティの推進
・地域エネルギー・バイオマス産業都市の推進
・環境保全対策の推進

SDGｓへの取組状況

ｺｰﾄﾞ 会員団体名

現在の取り組み内容SDGｓ活動領域
●目指すゴール、◎最も重要なゴール

ｺｰﾄﾞ 会員団体名
活動により目指すこと、実現した

いこと
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平成30年度活動報告 マッチング支援：会員の要望を通じた交流支援
 会員からの要望を受け、会員間の連携促進を目的に支援を実施。

申請者 神奈川県
申請内容 全国の自治体に対し、「SDGs日本モデル宣言」の賛同の依頼
支援方法 神奈川県の依頼事項を第1号会員のみに対して事務局がメール送付。

実績

賛同自治体 19自治体増加
（5/27時点 97自治体 →6/11時点 116自治体）
内訳：
（宮城県）石巻市
（栃木県）下野市、上三川町
（埼玉県）三郷市、吉川市、美里町
（千葉県）木更津市、柏市
（岐阜県）御嵩町
（静岡県）富士宮市
（愛知県）蒲郡市
（三重県）いなべ市
（大阪府）泉佐野市
（島根県）益田市
（岡山県）瀬戸内市
（広島県）呉市
（高知県）土佐町
（福岡県）福岡市
（熊本県）水俣市

マッチング支援例（神奈川県）

※現在は147自治体が賛同
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平成30年度活動報告 マッチング支援：メールマガジンによるイベント情報の発信①

 平成30年度、22通のメールマガジンを発出しイベント情報を発信。
No. 申請者 開催テーマ
1 SDGパートナーズ有限会社 「SDGs 3周年記念イベント」

2

長崎県壱岐市 官民連携で創る、次世代社会
~レジリエンスな経営者に求められる、これからのSDGs思考~

ＭＳ＆ＡＤホールディングス ぼうさいこくたい2018 セッション「グリーンレジリエンスを考える
SDGs11：住み続けられるまちづくりを～自然の恵みを防災・地方創生に～」

熊本県小国町 省エネ住宅フォーラムin小国町 「地球とカラダとお財布にやさしい暮らし方」

3
スマートビーンズ株式会社 ＳＤＧｓフェスタ
博報堂九州支社 SDGs デザインフォーラム in 九州
法政大学 シンポジウム地方創生とわたしたちのまちにとってのSDGs

4
モバイルソリューション株式会社 第7回ふくしま 再生可能エネルギー産業フェア2018のご案内
国際協力NGOセンターJANIC（自治体国際化協
会 市民国際プラザ） セミナー 国際協力で地域活性化

5
神奈川県 「かながわプラごみゼロ宣言」in鎌倉～海からSDGsを考える～

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST) 日本最大級の科学と社会のオープンフォーラム。AIからファッションまで幅広い話題を取り上げた、科
学者との対話、シンポジウム、ワークショップや展示など、誰もが参加できる120の企画が集います。

6 株式会社モノファクトリー リサイクル率99％のリサイクル工場とリユース市場の見学会

7
福井県、近畿経済産業局 「関西SDGsキャラバンin福井」

仙北市 『仙北市SDGs未来都市宣言・ミニシンポジウム』 笑いでつながる持続可能なまちづくり ～みんな
の笑顔がまちを元気に！～

8
一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構 持続可能な地域づくりのための第５回農山漁村コミュニティビジネスセミナーの参加者募集の案内
一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構 持続可能な地域づくりを推進するための事例を学、農山漁村コミュニティセミナー
神奈川県 県西地域かながわSDGsフォーラム

9
日本証券業協会 グリーンボンドセミナー
東邦レオ株式会社 Park-PFI × グリーンインフラから生み出される新たな都市開発のかたち
京都市 IPCC第49回総会の京都市開催決定及び関連イベントの開催

10 内閣府 エコプロ2018 SDGs時代の環境と社会、そして未来へ
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平成30年度活動報告 マッチング支援：メールマガジンによるイベント情報の発信②

No. 申請者 開催テーマ

11

東邦レオ株式会社 Park PFI ×グリーンインフラから生み出される新たな都市開発のかたち(無料ライブビューイングのご
案内)

国際協力NGOセンターJANIC（自治体国際化協
会 市民国際プラザ） SDGs-DAY ～SDGs時代のパートナーシップ/セクター間連携に向けて～

日本損害保険協会・生命保険協会 SDGsフォーラム

12
国際連合地域開発センター（UNCRD） 特別国際シンポジウム「地域におけるSDGsの取り組みをEUとOECD諸国に学ぶ」

株式会社ＮＴＴデータ経営研究所 お披露目会及びディスカッションサロン
「SDGｓの普及促進」～My SDGsダーツをヒントに考える活動展開について～

13

環境省 ＳＤＧｓパートナーシップシンポジウムの開催
「ＳＤＧｓから考える、活力ある地域づくりとパートナーシップ」

国際協力NGOセンターJANIC 新しい”国際協力”を考える－グローバルな社会課題解決アクターが出会い、学び、発見する1日
宮城県東松島市、秋田県仙北市、山形県飯豊町 東北ＳＤＧｓ未来都市サミット・シンポジウム
一般財団法人都市農山漁村交流活性化機構 第１６回オーライ！ニッポン大賞の募集
岡山市 SDGsフォーラムin岡山2019＆おかやま協働のまちづくり賞表彰式

14
株式会社セレスポ スポーツイベントとSDGs
大津市 大津 みんなでSDGs～みんなの取組と、よしもと芸人の漫才で、SDGsを学ぼう！～

15
株式会社セレスポ 第４回全国ユース環境活動発表大会（全国大会）
MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス
株式会社

シンポジウム 企業が語るいきものがたりPart12「投資が変える企業の生物多様性～ESGの観点か
ら生物多様性の移行/物理リスクを考える～」

16
滋賀県 滋賀×SDGsシンポジウム「北欧・幸福の社会モデル」に学ぶ
一般財団法人コージェネレーション・エネルギー高度
利用センター コージェネシンポジウム2019

17
滋賀県 ☆学生による地域のためのＳＤＧｓをびわ湖の畔で考えよう！☆
一般社団法人日本印刷産業連合会 「じゃぱにうむ2019 -印刷産業の地方創生事業事例発表会- 」
国立研究開発法人科学技術振興機構 未来館ビジョナリーキャンプ

18 慶應義塾大学SFC研究所xSDG・ラボ,xSDGコン
ソーシアム xSDG・ラボ,xSDGコンソーシアム2018年度活動報告会
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平成30年度活動報告 マッチング支援：メールマガジンによるイベント情報の発信③

Vol. 申請者 開催テーマ

19 一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構 セミナー「サテライトオフィスは、農山漁村に人と仕事と活気を呼ぶ」

20

経営標準化機構株式会社 第23回経営革新等支援機関交流会 ～「生産性向上」社会を生き抜く～ の開催ご案内

横浜市 サステナブル・ブランド国際会議2019 横浜シンポジウム「Redesighning the Good Life～ＳＤＧ
ｓ未来都市として横浜が目指す都市づくり～」の開催

横浜市 ヨコハマSDGsデザインセンター パートナーシップフォーラム開催の御案内

京都学園大学 京都亀岡近未来技術地域実装協議会・京都学園大学総合研究所連携セミナー
未来をつくる技術 第２回ドローンを用いた画像と情報の解析と応用展開

関東経済産業局 「中小企業・自治体等連携によるSDGsの可能性」シンポジウム2019
一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構 第16回 オーライ!ニッポン大賞表彰式

21 神奈川県 神奈川県SDGsインパクト評価シンポジウム SDGs×評価×金融の実践
22 株式会社モノファクトリー 第8回産廃サミット開催のご案内



平成30年度活動報告
②分科会開催

3



分科会の概要

16

将来像からバックキャストのテーマ例 課題解決に向けた共通の課題のテーマ例

・・・・・

人生100年時代に長く活
躍するためには？健康長寿

誰もが質の高い教育を受
けるためには？教育

全国どこででも高い生産
性を発揮するためには？働き方

誰もが等しく職を得る社会
を築くためには？機会平等

地域の資源を生かして経
済を潤すためには？地産

多様な主体の水平的連携により、新たな価値創出
及びコンソーシアムの形成

地域資源
活用

地域課題
×技術

金融（地
域金融）

人材
育成

プラット
フォーム

普及・
学習

企業のビジネスを通じて、地域課題を解決す
る官民の共創事業モデルを創出
―食・農、森林、海洋資源 等

地域課題を民間企業等の技術・ノウハウで
解決するモデルを創出
―Society5.0 、AI・IoTの活用 等

地域課題を解決する事業に対するファイナン
ス支援のモデルを創出
―ソーシャルインパクトボンド・ファンド・ESG等

課題解決に貢献する地域のアントレプレナー
シップを育成するモデルの創出
―ローカルベンチャー 等

課題と解決策をマッチング（イノベーション）
するパートナーシップモデルの創出
―フューチャーセンター、リビングラボ等

多くの人がＳＤＧｓを理解し、達成に向けた
行動を起こす普及・学習モデルの創出
―シンポジウム、コミュニケーションツール等

・・・・・

官民連携で課題解決を図るプロジェクト創出

 会員からのテーマ提案にもとづき分科会を設置。異分野連携による新たな価値の創出や、
共通する課題に対する官民連携を促進、地方創生に資するプロジェクトを創出。



提案者名 テーマ SDGs 17ゴール
01 株式会社ロスフィー・

一般社団法人こもれびシティプロジェクト
都市温暖化対策と「住むだけでQOLが高まる都市づくり」の
実現に向けた調査・検証 -実践編

02 NPO法人ユニグラウンド 資源360°

03 株式会社モノファクトリー モノのトレーサビリティと、循環を前提とした社会基盤(プラットフォーム)の構
築

04 バリュードライバーズ株式会社 食品ロス分科会

05 PwCコンサルティング合同会社 地域エネルギーを核とした持続可能なまちづくり

06 国際航業株式会社(代表)・
ESRIジャパン株式会社 日本版SDGsの指標ならびにGISを活用した可視化検討

07 株式会社ビジネスコンサルタント SDGs学習におけるツール開発と学びのコミュニティづくり

08 凸版印刷株式会社 SDGsを軸にした地域ブランディング ー自治体SDGs推進におけるニーズ
の可視化、情報発信の在り方についてー

09 株式会社博報堂九州支社 SDGsの九州における社会実装化を「デザイン開発」によって目指す

10 モバイルソリューション株式会社 地方創生の為の地域エネルギービジネスの創出

11 神奈川県 SDGs社会的投資促進分科会

12 西武信用金庫 SDGs普及促進のための地域金融機関の役割を考え具体な取組みの発
展と創出を目指す

13 内閣府 企業版ふるさと納税分科会

14 国立研究開発法人科学技術振興機構
（JST） 地域産学官社会連携

15 経営標準化機構株式会社① 国民的ＳＤＧｓを実現すべく中小企業ＳＤＧｓ経営の浸透

16 経営標準化機構株式会社② 「日本型金融排除」の存在しない社会へ
～ 事業性評価エコシステム ～ 17

平成30年度活動報告 分科会開催：平成30年度分科会一覧
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普及展開活動の実施概要

１

２

３

［第20回］SDGs時代の環境と社会、そして未来へ
平成30年12月6日（木）～8日（土）

国際フォーラムの開催

エコプロ2018への出展

後援名義の使用の承認

４ 会員による情報共有

テーマ：地方創生に資する「自治体ＳＤＧｓ/官民連携/国内外発信・展開
平成31年2月13日（金）

会員が主催するセミナー等へのプラットフォーム名義での後援

会員が主催するイベント等の情報を事務局を通じて周知
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平成30年度活動報告 普及促進活動：エコプロ2018への出展

プラットフォームブース

ステージイベント

エコプロ2018会場内の「SDGs×地方創生ゾーン」に自治体とともに出展。
ＳＤＧｓ及び環境未来都市・環境モデル都市の先進的な事例や幅広い活動について紹介。

エコプロ2018 ＳＤＧｓ時代の環境と社会、そして未来へ

〇「ＳＤＧｓ×地方創生ゾーン」
＜ゾーン出展団体＞
尼崎市、小国町、神奈川県、北九州市、札幌市、静岡市、下川町、富山市、
豊田市、西粟倉村、横浜市、ビジネスコンサルタント、内閣府・地方創生SDGｓ
官民連携プラットフォーム

〇ブース出展（内閣府・地方創生SDGｓ官民連携プラットフォーム）
・パネル展示（プラットフォーム会員一覧・活動内容・分科会紹介）
・チラシ配布（会員募集チラシ）
・担当者説明

〇ステージイベント
日 時：平成30年12月6日（木）①13:50～14:30、②14:50～15:30
会 場：イベントステージ（100人規模）
テーマ：自治体におけるSDGｓの推進と地方創生

～環境モデル都市・環境未来都市・SDGｓ未来都市の取組事例から～
登壇者：①札幌市、横浜市、豊田市、尼崎市、小国町、ビジネスコンサルタント

②下川町、神奈川県、富山市、西粟倉村、北九州市、ビジネスコンサル
タント
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2019.1.21

 地方創生に資する「自治体ＳＤＧｓ/官民連携/国内外発信・展開」をテーマに議論することで、日本における「ＳＤＧｓ
モデル」の強みと更なる発展に向けた取組について考察し、今後開催される国際会議において、日本の「ＳＤＧｓモデル」
の発信に向けた提言を取りまとめることを目指し、「第１回地方創生ＳＤＧｓ国際フォーラム」を開催しました。

平成30年度活動報告 普及促進活動：第１回地方創生SDGs国際フォーラム

❏日程 平成31年2月13日(水)10:00-17:30 ＠日経ホール
❏主催 内閣府、地方創生SDGs官民連携プラットフォーム
❏参加数 約660人（申込数1,122人）

 SDGsの導入は自治体、企業など多くの組織において進展し、準備段階から実装段階に入りつつある。
 政府が主導する「SDGs未来都市」等の制度の下で、全国自治体でのSDGsに対する認知度、取組度は大幅に向上し、SDGsの実

践が地方創生に貢献する段階に至っている。
 産業分野ではSDGsの取組とSociety5.0（超スマート社会）の実現を連動させる運動が展開されている。SDGsの取組に関する官

民連携の動きも活発である。
 「環境未来都市」などの先導的なまちづくり行政の実績を持つ日本のSDGsの取組が、アジアを中心に広く海外発信され、これらの国々

における持続可能な都市開発に貢献できる協力体制が整えられつつある。

総
括

開催概要 片山大臣によるビデオメッセージ 黒岩知事による基調講演

都市によるステージイベント セッション・パネルディスカッション

プログラム

○主催者挨拶
片山 さつき氏 内閣府地方創生担当大臣※ビデオメッセージ
北橋 健治氏 北九州市長、鈴木 秀生氏 外務省地球規模課題審議官大使
○基調講演
田村 計氏 内閣府地方創生推進事務局長、黒岩 祐治氏 神奈川県知事
○セッションⅠ（村上 周三氏 一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 理事長）
「SDGsを原動力とした地方創生～自治体SDGsに関する各国の取組～」
○ステージイベント
SDGs未来都市・環境未来都市・環境モデル都市の希望都市による取組紹介
○セッションⅡ（井上 隆氏 一般社団法人 日本経済団体連合会 常務理事）
「SDGs達成に向けた『Society5.0』の地方への展開～官民連携による社会課題の解決～」
○セッションⅢ（遠藤 健太郎氏 内閣府地方創生推進事務局 参事官）
「SDGsの達成のために～国内外へ発信・展開する『SDGsモデル』～」
○総括（村上 周三氏 一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 理事長）

本フォーラムを通じ以下の総括が取り纏められた



No. 申請者名 実施日 イベント名

01 公益社団法人
国土緑化機構 2018/10/23 官民協働で拓く「森林SDGs」シンポジウム

02 つくば市 2018/10/24
2018/11/18 SDGsを考える「まちづくりカフェ」

03 広島県 2018/11/5
2018/11/6

2018国際平和のための世界経済人会議と連携したＳＤＧｓ未来都市との
ネットワーク・イベント

04 認定NPO法人 国際協力
NGOセンター（JANIC） 2018/12/15 SDGs-DAY ～SDGs時代のパートナーシップ/セクター間連携に向けて～

05 認定NPO法人 国際協力
NGOセンター（JANIC） 2019/1/18 新しい”国際協力”を考えるグローバルな社会課題解決アクターが出合い、学び、

発見する1日

06 日野市

2018/12/20①
2019/1/17②
2019/1/22①
2019/2/3②
2019/2/19①
2019/3/9②

①ＳＤＧｓゼミ「持続可能な地域づくりに向けた政策・産業の開発を学ぶ」
②ＳＤＧｓセミナー「2030年の日野と自分のビジネスを描こう」

07 神奈川県 2019/1/30 SDGs全国会議2019
08 大津市 2019/2/2 大津 みんなでSDGs
09 松山市 2019/2/4 地域主導による地球温暖化対策フォーラム
10 北九州市 2019/2/16 「北九州SDGｓクラブ」第１回交流会

11 岡山市 2019/2/17 ＳＤＧｓ全国フォーラム2019
～持続可能な地域づくりに向けた戦略とアクション～

12 神奈川県 2019/3/25 神奈川県SDGsインパクト評価シンポジウム （おしどり・くじゃく）
22

平成30年度活動報告 普及促進活動：後援名義承認

 平成30年度、12件の後援名義を発出
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